
平成30年度北陸農政局農業農村整備事業等評価（国営事業）

に係る技術検討会（第２回）議事概要

【事後評価：亀田郷地区】

1. 日 時 平成30年７月13日（金）９:00～11:35

2. 場 所 北陸農政局 ７階 第２会議室

3. 出席者 別紙のとおり

■議事概要

第１回技術検討会での評価結果書等の説明で、意見・質問のあった

事項に対し、北陸農政局国営事業管理委員会が取りまとめた回答（案）

の説明を行い、質疑応答を行った。

その後、第三者の意見となる「技術検討会の意見」について、取り

まとめを行った。

「技術検討会の意見」は、以下のとおり。

【H30事後評価 亀田郷地区 技術検討会の意見】

本地区においては、昭和42年度に完了した県営耕地災害復旧事業により親松排

水機場が築造されたが、その後の施設老朽化や機場の不同沈下等により排水機能

の維持が困難となっていた。

本事業で親松排水機場を更新し排水機能を維持することにより、農作物等の湛

水被害が未然に防止されることとなった。また、乾田化、汎用化された水田が維

持されていること等を契機に、担い手への農地集積も順調に進展している。野菜

などの高付加価値農産物の生産については多くの作目で計画を下回っているもの

の、排水機能の維持が本地域の持続的な農業発展にとっての前提であることは明

らかである。

また、施設の管理作業の省力化等により、維持管理費の節減が図られている。

今後も、親松排水機場機能保全計画に基づき、長寿命化を適切に図っていくこと

が重要である。

一方で、農業用の排水路等に不法投棄されたゴミ等の処理に、費用・労力が発

生しており、関係土地改良区にも大きな負担となっている。今後とも、不法投棄

防止のための啓発活動の強化のみならず、非農家及び都市住民との協働を促すよ

うな仕組みづくりが望まれる。本地区の排水機場が農作物・農業用施設のみなら

ず、地域全体の湛水被害を軽減していることを考えると、関係者が一体となって

親松排水機場を適切に運用していく重要性は大きい。


